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学術論文・学会発表等

2011年 3月 （学術論文）「新訳『正義論』を読む」（共）［児島博紀］＜『東京大学大学院教育学

研究科教育学研究室紀要』37号、101-107頁＞

2012年 3月 （学術論文）「カリキュラム・イノベーションにおける政治的シティズンシップ教育の

ための歴史・思想・実践的条件 — イギリスにおける経験を参照枠として—」（共）

［山口恭平、降旗直子、児島博紀、稲井智義、古仲素子、村松灯、古田雄一］＜

『東京大学大学院教育学研究科付属学校教育高度化センター 年報 2011』51-80

頁＞

2013年 3月 （学術論文）「シティズンシップ教育における教化と教育の問題—現代イギリスにお

けるモデル・カリキュラムに着目して—」（共）［村松灯、児島博紀、山口恭平、土屋

創、志田絵里子、田中智代子］＜『東京大学大学院教育学研究科付属学校教育

高度化センター 年報 2011』51-80頁＞

2014年 3月 （学術論文）「シティズンシップ教育における論争的問題の検討—目的・選択基準・

方法・効果の観点から—」（共）［志田絵里子、山口恭平、村松灯、田中智輝、鈴木

康弘、永井領児］＜『東京大学大学院教育学研究科付属学校教育高度化セン

ター 年報 2013』21-50頁＞

2016年 3月 （学術論文）「幼児教育に対するリベラリズム的アプローチの検討―H. Brighouse 

＆ A. Swiftの『家族の価値』を中心に―」（単）＜『香川短期大学紀要』 44巻,  23-

32頁＞

2017年 6月 （学術論文）「アクティブ・ラーニングとしてのシティズンシップ教育の検討」（単）＜

『香川短期大学紀要』45巻,  495-498頁＞

2021年 4月 （学術論文）「真理を正当化根拠としない学問の自由論の検討 : R.ローティの思想

を手がかりに」（単）＜『香川短期大学紀要』第49巻、25-33頁＞

2022年 4月 （学術論文）「ハイフレックス型授業を活用した遠隔授業の学習効果の検討」（単）

＜『香川短期大学紀要』第50巻、25-35頁＞

著書等

2017年 3月 （著書）『博士になったらどう生きる？―78名が語るキャリアパス（共）＜勉誠出版

＞

2018年 3月 （著書）『シリーズ　知のゆりかご　いまがわかる教育原理』（共）＜みらい＞

2021年 4月 （著書）『オンライン授業の地平―2020年度の実践報告―』（共）＜雷音学術出版

＞

2023年 5月 （著書）『教育哲学辞典』（共）＜丸善＞

2023年 5月 （著書）『保育学基礎』（共）＜大阪公立大学出版会＞




